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t_聖 し ん f(Ttx)g(x)dp - I Mfdp･JMgd〟
が成り立つことをいう｡
混合性があると次のことがいえる｡)をpに絶対連続な測度とし(即ち,d}- p(x)dpと書ける),

















































(1) SkTcnsITc- ¢ if k≠ 1













































































































ot,釦 ま,時刻 tにおけるサイ ト止 の変数で,0または1の値をとる｡fは,3変数のブール関数,
ⅩORは排他的論理和を表す｡異なるfに対して,それぞれ異なるモデルが得られることになる｡各々の
モデルを表すのに, fの値をある並びに2進法で読んだ低 ∑241'2〝+uf(右 FE,〟)と,可逆 (rever-
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